
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性
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市町村

以上

71

市町村

達成

施策展開

　市町村が実施する福祉の充実に資する事業に対して助成し、誰もが生きがいをもっていきいきと暮らせる安全で安心な社会を実現す

る。

Ｈ28
H29

目標

H27末

目標 成果

合計 131,662 94,815 127,250

事業実施

市町村数
合計（A) 131,662

70

市町村

29年度

当初予算 131,662

成果目標の達成状況

項目 H26末

71

市町村

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28事業実績

達成状況

70

市町村

H28 H29

事業番号 05 04 03 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 地域福祉総合助成金交付事業地域福祉総合助成金交付事業地域福祉総合助成金交付事業地域福祉総合助成金交付事業
担

当

課

部局 健康福祉部

課・局・室 地域福祉課

     ３　福祉を支えるサービス体制の充実 実施期間 Ｈ２１ ～

県が関与

する理由

県でなければ実施不可（その他）

【左記の説明、根拠法令等】

　市町村が地域の特性に応じて実施する事業に対し県が助成する事業であるため

　地域福祉総合助成金交付要綱、地域福祉総合助成金交付事業実施要綱

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail chiiki-fukushi@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

６－２　いきいきと安心して暮らせる社会づくり

県民との協働による実施： 実施は困難

人口定着・

確かな暮ら

し実現総

合戦略

信州創生の基本方針

　市町村が実施する福祉の充実に資する事業に対して助成し、誰もが生きがいをもっていきいきと暮らせる安全で安心な社会を実現す

る。

　幅広い補助メニューの設定や、市町村が提案する事業を採択する制度を設けることにより、福祉の充実に資する様々な事業に対し助成

している。

（当初） （決算） （当初）

地域福祉総合助成金交付事業 補助金

市町村が実施する次の事業に対し助成

○安心生活支援事業

　宅幼老所等の整備や高齢者・障がい者の居住環境

の改善等により、誰もが住み慣れた地域で安心して生

活できるよう支援

【所管課】介護支援課(３事業)・地域福祉課(２事業)

○障がい者支援事業

　心身障がい児(者)の一時的な介護委託や余暇活動

の場の提供等により、障がい児(者)が地域の中で自分

らしく自立した生活ができるよう支援

【所管課】障がい者支援課 (９事業)

○市町村提案事業

　市町村が地域の特性に応じて事業を提案し実施

【所管課】地域福祉課(１事業)

131,662 94,815 127,250

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度28年度28年度28年度

Aの

財源

131,662 127,250

15,282 15,282 15,282

116,380 116,380 111,968

予

算

額

前年度繰越

補正予算

131,662 127,250

1.00 0.70

8,276

108,975 94,815

現状

（予算編成

時）

目指す姿

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

　引き続き、市町村が実施する福祉の充実に資する事業に対して助成を行い、地域福祉の向上を図る。

目標に対

する成果

の状況

　市町村が策定した実施計画に基づく、各事業のニーズに対応することができた。

 概算事業費（B（A）+C） 117,251 102,729 132,790

7,914 5,540

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

概　算

人件費

1.00


